
B102-P004 会場: ポスター会場 時間: 5月 22日

フランス南東部，ボコンチアン堆積盆地の白亜紀海洋無酸素事変 OAE 1b

High resolution analysis for the OAE 1b in the Vocontian Basin, SE France
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酸素に枯渇した海洋環境では，一般に有機物の分解および底生生物の活動が大きく減少するため，有機炭素に富み，葉
理の発達した“黒色頁岩”と呼ばれる堆積物が形成される．顕生代の地球史においては，黒色頁岩が大量かつ広域に堆積
するような事件が何度も起こったことが明らかにされており，海洋無酸素事変（Oceanic Anoxic Events; OAEs）と呼ばれ
ている．カンブリア紀以降，5.5億年におよぶ地球史において，海生生物の属レベルにおける 20％以上の絶滅イベント
は，約 16回起きたことが明らかにされているが，そのうちの 9回の絶滅イベントは，海洋無酸素事変が原因とされてい
る．また，大規模な黒色頁岩の堆積により，大量の炭素（二酸化炭素）が地球表層から堆積物中（黒色頁岩）へと除去
されることから，堆積後には地球表層の温度低下が引き起こされたと考えられる．さらに，現在の人類の産業活動に欠
かせない資源である石油・天然ガス根源岩は，ほとんどが無～貧酸素環境下で堆積した黒色頁岩を主体とする有機炭素
に富む堆積物である．以上のように，無酸素環境の大規模な発達は，地球の生命・気候変動史に重要な役割を果たして
きただけでなく，現在の人類の生活にも密接な関わりがある．白亜紀海洋無酸素事変は，地球史において最も新しい時
代に起こった海洋無酸素事変であり，温暖化が最も進行した白亜紀中期に集中して発生した．この時期の温暖化の原因
としては，全地球的な火成活動の活発化によると考えられており，とりわけ海洋無酸素事変が発生したときには，LIPs
(Large Igneous Provinces)と総称される大規模な火山体が形成され，急激な温暖化が起こったことが明らかになってきた．
さらに，近年，浮遊性，底生有孔虫化石の酸素同位体比から得られた海洋の表層および底層の温度を基に，白亜紀海洋無
酸素事変の発生時の海洋水塊構造の変化には 2つのタイプが存在することが解明された．一つは，表層水温が上昇して，
海洋の成層構造が強化するタイプである．この場合，深層水が酸素を取り入れることが困難となり，中層から深層にか
けて無酸素水塊が発達する．OAE 1bの Paquier, Kilian, Leenhardt層（Albian前期）は，このタイプの海洋無酸素事変に
相当し，テチス海から大西洋にかけて無酸素水塊が発達したが，太平洋，インド洋など，大規模な海洋には発達しなかっ
た．もう一方のタイプは，深層水温が増加することにより，海洋の密度成層構造が崩壊した場合である．このタイプの
水塊構造における海洋無酸素事変では，中・深層から表層へと栄養塩が供給されやすくなるために，一次生産が急激に
増加し，ほとんどの海洋に無酸素水塊が発達した．また，サンゴ礁など，浅海，沿岸域の生物にも大きな影響を及ぼし
た． OAE 1a（Aptian前期）, OAE 1d（Albian後期），OAE 2（Cenomanian/Turonian境界）が，このタイプに相当する．
フランス南東部のボコンチアン堆積盆地は，テチス海北縁の大陸縁辺域に位置しており，白亜紀海洋無酸素事変によっ

て堆積した数多くの黒色頁岩が露出している．本研究では，海洋の成層構造が強化された OAE 1bに焦点を当てて，黒
色頁岩内部を 1cm間隔（約 250年）で，堆積物 1gあたりの微化石および砕屑粒子の個体数を計測した．対象としたの
は，OAE1bの中でも最も規模の大きかったアルビアン前期の Paquier層と呼ばれている厚さ 1.6mの黒色頁岩層である．
　 Paquier層内部は，一様に葉理が発達しているわけではなく，数 10cm間隔で，（1）葉理の強い部分，（2）わずかな生

物擾乱によって葉理構造が不明瞭になっている部分，そして（3）葉理構造がほとんど見られない塊状の部分が繰り返さ
れている．微化石・堆積物組成を定量した結果，陸源砕屑物，浮遊性有孔虫，放散虫，石灰質ナノ化石の中のナノコナ
ス属，有機炭素含有量に関しては，葉理の発達する部分で最も多く，塊状の部分で最も少ない．一方，底生有孔虫化石
に関しては，塊状の部分で多く，葉理の発達する部分では産出しない．以上のことから，OAE1bは海洋の成層構造の強
化が主要な原因とされているが，ボコンチアン堆積盆地に関しては，陸からの栄養塩の供給の増加によって，表層の一
次生産が増加した結果，無酸素水塊が形成されていたことが明らかになった．


